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当
組
合
青
年
部
（
菅

野
卓
訓
部
長
）
の
20
周

年
記
念
式
典
が
11
月
９

日
、
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開

か
れ
た
。
部
会
員
や
組

合
関
係
者
、
来
賓
ら
約

１
５
０
人
が
出
席
し
、

今
後
も
強
い
組
織
と
し

て
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ

た
。

　
菅
野
部
長
は
式
辞
の

中
で
、
組
合
や
青
年
部

な
ど
組
織
の
意
義
に
つ

い
て
触
れ
「
さ
ら
に
強

い
組
織
と
し
て
後
輩
た

ち
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
一
人
一
人

が
強
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
自
己
研
鑽

の
重
要
性
を
強
調
。
今

後
の
青
年
部
の
あ
り
方

と
し
て
は
「
青
年
部
に

は
そ
れ
ぞ
れ
強
み
を
持

っ
た
仲
間
が
沢
山
い

る
。
友
好
を
深
め
な
が

ら
自
分
の
枠
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
、
学
び

の
あ
る
強
い
組
織
と
す

る
こ
と
が
青
年
部
の
役

割
」
と
展
望
し
た
。

　
来
賓
の
祝
辞
に
は
、

組
合
の
平
野
喜
嗣
理
事

長
、
東
北
電
力
㈱
岩
手

支
店
の
竹
中
陽
一
支
店

長
（
代
理
・
相
澤
敏
也

副
支
店
長
）、
県
中
小

企
業
青
年
中
央
会
の
佐

藤
康
会
長
ら
が
登
壇
。

電
気
工
事
業
界
の
資
質

向
上
と
電
力
の
安
定
供

給
に
向
け
て
、
青
年
部

の
さ
ら
な
る
活
躍
へ
の

期
待
を
表
し
た
。

　
初
代
青
年
部
長
で
も

あ
る
平
野
理
事
長
は
、

（
二
面
へ
つ
づ
く
）

青
年
部
20
周
年
記
念
式
典

強
い
組
織
目
指
し
誓
い
あ
ら
た
に

青
年
部
設
立
時
の
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
「
青

年
部
組
織
は
組
合
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
組

織
」
と
青
年
部
員
を
激

励
。
20
周
年
の
節
目
を

契
機
に
組
織
の
さ
ら
な

る
充
実
を
呼
び
掛
け

た
。

　
式
典
で
は
、
歴
代
部

長
ら
功
労
者
に
対
す
る

表
彰
、
20
周
年
記
念
事

業
の
発
表
な
ど
も
行
わ

れ
た
。
記
念
事
業
と
し

て
は
、
大
船
渡
市
、
釜

石
市
、
宮
古
市
に
対

す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

１
０
０
灯
の
寄
贈
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後

は
陸
前
高
田
市
の
「
奇

秋の褒章

当組合理事長平野喜嗣氏

黄綬褒章受章

　
当
組
合
理
事
長
の
平

野
喜
嗣
氏
（
岩
舘
電
気

㈱
代
表
取
締
役
）
は
こ

の
度
黄
綬
褒
章
を
受
章

し
た
。

　
平
野
氏
は
日
本
大
学

商
学
部
経
営
学
科
卒
業

後
、
森
井
電
業
㈱
に
入

社
。
岩
舘
電
気
㈱
常
務

取
締
役
、
同
社
専
務
取

締
役
を
経
て
94
年
に
同

社
代
表
取
締
役
に
就

任
。
盛
岡
地
区
電
気
工

事
業
協
組
理
事
、

県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
理
事
、

同
専
務
な
ど
を

歴
任
し
、
03
年

か
ら
は
理
事
長
。

ほ
か
全
日
本
電

気
工
事
業
組
合

連
合
会
理
事
、

県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
副
会

長
に
就
任
し
て

い
る
。

20 周年記念式典

平野ご夫妻

意見交換会

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・八戸・青森・秋田・仙台

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
岩手県支部／ 北上市上江釣子２地割５番地　TEL 0197-77-2546　FAX 0197-77-2527
連　絡　所／ 盛 岡 市☎ 019-687-1762 奥州市☎ 0197-25-4683 一関市☎ 0191-21-1084
 大船渡市☎ 0192-27-1855 釜石市☎ 0193-23-1460 宮古市☎ 0193-67-2138
 久 慈 市☎ 0194-55-3045 二戸市☎ 0195-25-5805 花巻市☎ 0198-45-3304
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跡
の
一
本
松
」
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

　
設
楽
欣
也
（
第
６
代

部
長
）、葛
巻
一
幸
（
第

７
代
部
長
）、
沼
崎
昭

仁
（
第
８
代
部
長
）、

金
澤
英
治
（
第
９
代
部

長
）、
川
村
武
史
（
第

10
代
部
長
）、
工
藤
幸

一（
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
功
労
）

（
一
面
か
ら
つ
づ
く
）

　
ま
た
、
青
年
部
は
記

念
式
典
に
先
立
ち
、
電

気
工
事
業
界
と
青
年
部

の
将
来
を
考
え
る
意
見

交
換
会
を
開
き
、
青
年

部
組
織
の
将
来
像
な
ど

に
つ
い
て
議
論
。
組
合

や
青
年
部
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
や
、
電
気
工
事

業
の
重
要
性
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
菅
野
部
長
は
、
意

見
交
換
会
の
趣
旨
を
説

明
し
な
が
ら
「
こ
の
機

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

会
を
生
か
し
て
新
し
い

出
会
い
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び

掛
け
る
と
と
も
に
、
組

合
と
青
年
部
の
存
在
意

義
を
再
確
認
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
意
見
交
換
会
は
青
年

部
だ
け
の
議
論
に
と
ど

め
ず
幅
広
い
意
見
を
聞

く
と
と
も
に
、
青
年
部

か
ら
の
意
見
を
発
信
し

て
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
た
。

青
年
部
員
、組
合
役
員
、

電
材
メ
ー
カ
ー
や
卸
商

社
の
関
係
者
ら
が
出
席

し
、
７
〜
８
人
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
業
界
の
将
来
を
描
こ

う
」
を
テ
ー
マ
に
テ
ー

ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
意
見
交
換
し

た
。

　
意
見
交
換
の
主
な
論

点
は
「
青
年
部
組
織
の

将
来
像
」「
青
年
部
組

織
の
発
展
の
た
め
の
方

策
」
の
２
点
。
参
加
者

ら
は
、
青
年
部
の
存
在

意
義
や
活
動
に
対
す
る

考
え
方
、
電
気
工
事
業

の
魅
力
向
上
、
子
供
た

ち
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
組
合
や

青
年
部
に
所
属
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
川
村
武
史
氏
（
岩
手

電
工
㈱
）
が
出
席
者
を

ご
あ
い
さ
つ

青
年
部
長
　
菅
　
野
　
卓
　
訓

　
岩
手
県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
青
年
部
は
、

県
内
11
支
部
、
会
員

１
２
０
名
で
組
織
さ
れ

て
お
り
、
将
来
の
後
継

者
の
育
成
を
目
的
と
し

た
組
織
で
あ
り
ま
す
。

平
野
喜
嗣
初
代
部
長
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
青
年

部
は
20
年
目
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
11
月
９

日
に
は
記
念
式
典
を
無

事
終
了
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
ご
支
援
く
だ

さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま

の
お
か
げ
と
、
あ
ら
た

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
現
在
は
技
術
の
進
歩

も
著
し
く
、
常
に
学
ぶ

姿
勢
が
必
要
で
す
。
メ

ー
カ
ー
様
、
問
屋
様
、

我
々
事
業
者
が
三
位
一

体
と
な
り
新
し
い
情
報

に
触
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
な
が
ら

進
歩
発
展
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

先
輩
達
が
築
き
あ
げ
て

下
さ
い
ま
し
た
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
て
、
商
売
上
の
ラ

イ
バ
ル
で
あ
り
な
が
ら

も
共
に
学
ぶ
仲
間
で
あ

る
事
を
忘
れ
ず
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

意
見
交
換
会
を
開
催

代
表
し
て
討
議
結
果
を

発
表
し
、
奉
仕
活
動
な

ど
を
通
じ
て
子
供
た
ち

に
電
気
工
事
に
対
す
る

興
味
や
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
を
提

言
。「
青
年
部
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
を
明
確
に
し
、
本

業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
な
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
必
要

だ
」
と
述
べ
た
。

東北電力㈱岩手支店の
相澤敏也副支店長

県中小企業青年中央会の
佐藤康会長

平野喜嗣理事長

菅野青年部長

功労者表彰式

選べる！三菱電機のオール電化設備

三菱だから出来る　家一軒まるごと　省エネ～スマート電化

豊富なラインナップからご要望にピッタリな設備をご提案します

三菱電機住環境システムズ株式会社
東北支社　北東北営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11
TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

家庭から宇宙まで、エコチェンジ。

　新しい暮らしをご提案

三菱電機のスマート電化設備　

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15－ 1
  TEL（019）652－ 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

盛岡北営業所 〒020-0125 盛岡市上堂３丁目 9－ 45
  TEL（019）645－ 0990
花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市志家町13－25
 電話（019）652－2291㈹

　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所
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支部トピックス（二戸）

　
二
戸
支
部
は
、
六
市

町
村
の
組
合
員
で
構

成
さ
れ
、
そ
の
中
で

も
「
戸
」
の
つ
く
地
域

は
二
戸
、
九
戸
、
一
戸

の
３
市
町
村
で
今
回
の

支
部
便
り
は
、
二
戸
の

「
戸
」
の
由
来
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　「
戸
」
の
由
来

　
岩
手
県
北
部
か
ら
青

森
県
に
か
け
て
「
戸
」

が
付
く
地
名
が
続
き
ま

す
。
こ
の
地
方
は
昔
か

ら
軍
馬
育
成
に
適
し
た

土
地
柄
と
云
わ
れ
、
産

出
す
る
馬
は
「
糠
部

（
ぬ
か
の
ぶ
）
の
馬
」、

「
戸
立
（
へ
だ
）
ち
の

馬
」
と
呼
ば
れ
た
高
級

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
中
央

政
府
に
納
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
文
治
５
年

（
１
１
８
９
年
）、
南
部

三
郎
光
行
が
糠
部
郡
を

授
け
ら
れ
た
際
、
官
営

牧
場
に
飼
育
さ
れ
た
馬

を
こ
の
地
方
の
九
つ
の

牧
場
「
戸
」
に
分
け
、

東
西
南
北
に
四
つ
の
門

を
設
け
て
「
九
ケ
戸
四

門
」
と
云
わ
れ
る
牧
場

制
度
を
敷
き
こ
の
牧
場

経
営
を
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
行
政
区
分
の

名
残
が
現
在
の
地
名
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
夏
暑
く
、
冬
寒
い
厳

し
い
環
境
の
二
戸
地
方

に
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

｢

戸｣

で
「
名
馬
」
と

呼
ば
れ
る
馬
を
産
出
し

て
き
た
先
人
た
ち
の
知

恵
と
忍
耐
を
見
習
い
、

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を

も
ち
日
々
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

盛
岡
地
区
電
気
工
事
業
協
組
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

福
祉
施
設
で
電
気
点
検
作
業

　
盛
岡
地
区
電
気
工
事

業
協
同
組
合
（
松
本
良

一
理
事
長
）
は
10
月
26

日
、
盛
岡
市
内
の
33

の
福
祉
施
設
で
電
気
の

点
検
作
業
を
し
た
。
組

合
員
15
社
が
そ
れ
ぞ
れ

２
、３
施
設
を
訪
問
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
電
気

ブ
レ
ー
カ
ー
や
配
線
な

ど
安
全
点
検
を
行
っ

た
。
同
組
合
の
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
で
、
前

年
度
に
続
き
２
回
目
と

な
る
。

　
盛
岡
市
高
松
３
丁
目

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉
作

業
所
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
城

内
美
徳
所
長
）
を
訪
問

し
た
松
本
理
事
長
と
松

本
電
気
の
第
１
種
電
気

工
事
士
、
上
屋
敷
敏
彦

さ
ん
は
、
室
内
、
ト
イ

レ
、
台
所
な
ど
で
照
明

器
具
を
点
検
。
照
明
の

ス
イ
ッ
チ
か
ら
電
線
の

配
置
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
た
こ
足
配
線
の
箇

所
で
は
、
注
意
を
払
う

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　
同
施
設
の
日
野
守
進

指
導
員
は
、「
昨
年
も

点
検
し
て
く
れ
た
。
あ

り
が
た
い
。
当
施
設
で

は
冬
は
ヒ
ー
タ
ー
、
ホ

ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
使

用
し
て
暖
を
と
る
。
ア

ド
バ
イ
ス
を
忘
れ
ず
、

安
全
に
電
気
を
使
用
し

た
い
」と
話
し
て
い
た
。

（
盛
岡
タ
イ
ム
ス
10
月

30
日
掲
載
か
ら
抜
粋
）

第
29
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

全
国
か
ら
１
、５
０
０
人
参
加
　

　
全
日
本
電
気
工
事
業

工
業
組
合
連
合
会
（
米

沢
寛
会
長
）
主
催
、
四

国
電
気
工
事
組
合
連
合

会
（
後
藤
田
裕
会
長
）

主
管
に
よ
る
第
29
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会

が
10
月
４
日
、
徳
島
市

の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

で
開
催
さ
れ
た
。
来
賓

を
は
じ
め
、
組
合
員
、

青
年
部
員
な
ど
約
１
、

５
０
０
人
が
参
加
。
当

組
合
か
ら
は
、
平
野
理

事
長
は
じ
め
青
年
部

あ
わ
せ
11
名
が
参
加
し

た
。

　
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は『
語
ろ
う
省
エ
ネ
・

環
境
！
ク
リ
ー
ン
な
電

気
工
事
業
を
四
国
か

ら
発
信
！
』。
サ
ブ
テ

ー
マ
に
①

高
齢
化
社

会
に
や
さ

し
い
新
技

術
と
新
分

野
を
取
り

込
み
新
し

い
電
気
工

事
業
の
確

立
を
目
指

し
て
、
②

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

ふ
る
さ
と

徳
島
で
熱

く
語
ろ
う
！
、
③
次
世

代
へ
継
承
「
経
営
・
組

織
・
技
術
そ
し
て
信
頼

を
！
」
を
掲
げ
、
３
テ

ー
マ
ご
と
の
分
科
会
に

お
け
る
意
見
交
換
会
や

基
調
講
演
、
式
典
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　
来
年
の
第
30
回
全
国

大
会
は
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
平
成
24
年
度
岩
手
県

卓
越
技
能
者
表
彰
式
が

11
月
５
日
、
盛
岡
市
の

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
で
開

催
さ
れ
、
北
上
電
工
㈱

の
小
田
島
琢
氏
が
青
年

卓
越
技
能
者
部
門
で
受

賞
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
技
能

者
の
地
位
及
び
技
能
水

準
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
度
は
卓

越
技
能
者
、
青
年
卓
越

技
能
者
各
８
人
が
表
彰

さ
れ
た
。

岩
手
県
青
年
卓
越
技
能
者

小
田
島 

琢
氏
（
北
上
電
工
㈱
）
受
賞

徳
島
市
で

開
　
　
催

テクノロジーを通して

『人間の暮らしを豊かにします』
インテリジェントビルから日本酒の醸造システムまで
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絆

秋の褒章

当協会副会長奥田誠氏

黄綬褒章受章

日
電
協
平
成
24
年
全
国
会
員
大
会
に
出
席
し
て

工
　
藤
　
　
　
泰

　
今
年
度
は
10
月
18
日

㈭
に
鹿
児
島
市
の
城
山

観
光
ホ
テ
ル
に
全
国
か

ら
約
４
５
０
名
の
会
員

参
加
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
岩
手
県
電
業
協

会
か
ら
４
人
が
参
加
、

晴
天
に
恵
ま
れ
目
前
に

雄
大
な
桜
島
を
み
な
が

ら
の
総
会
開
催
で
し
た
。

山
口
会
長
が
人
材
育
成

と
適
正
価
格
受
注
を
訴

え
る

　
総
会
は
山
口
会
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓

挨
拶
と
し
て
伊
藤
祐
一

郎
鹿
児
島
県
知
事
、
森

博
幸
鹿
児
島
市
長
、
国

土
交
通
省
九
州
整
備
局

長
（
代
理
）
の
３
人
か

ら
大
会
開
催
の
お
祝
い

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
基
調
報
告
が

２
件
あ
り
、
ま
ず
「
海

外
建
設
市
場
の
動
向
と

電
設
協
の
取
組
み
」
と

題
し
て
島
津
佳
弘
日
電

協
経
営
企
画
副
委
員
長

よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　
２
件
目
は
﹇
鹿
児
島

に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
風
力
発
電

に
つ
い
て
﹈
約
30
分
に

わ
た
り
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
鹿
児
島
県
風
力
発
電

所
実
績
は
国
内
３
位
。

現
在
鹿
児
島
県
内
に
風

車
基
数
１
２
９
基
設
備

容
量
１
９
８
Ｍ
Ｖ
稼
働

中
で
あ
る
。
太
陽
光
発

電
は
現
在
９
か
所
22
・

９
Ｍ
Ｗ
が
稼
働
中
で
鹿

児
島
市
七
ツ
島
に
７
０

Ｍ
Ｗ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
発

電
所
を
計
画
中
。
地
熱

発
電
所
と
し
て
は
九
州

電
力
が
３
カ
所
で
稼
働

中
目
下
新
規
に
１
カ
所

計
画
中
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
ほ

か
に
小
型
水
力
発
電

所
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

三
原
博
臣
九
電
工
技
術

本
部
電
気
技
術
参
与
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

　
大
会
決
議
「
社
会
的

貢
献
と
顧
客
価
値
の
創

造
に
努
め
夢
と
生
き
が

い
の
あ
る
電
設
業
界
を

目
指
そ
う
」
が
井
上
運

営
委
員
長
（
日
本
電
設

会
長
）よ
り
提
案
さ
れ
、

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　
記
念
講
演
は
「
最
近

の
霧
島
、
桜
島
の
火
山

活
動
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
井
口
正
人
氏
（
京

都
大
学
防
災
研
究
所
火

山
活
動
研
究
セ
ン
タ
ー

長
）
か
ら
日
本
で
最
も

活
動
的
な
火
山
帯
と
し

て
の
実
態
を
詳
細
な
デ

ー
タ
を
も
と
に
講
演
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
後
午
後
６
時
か

ら
エ
メ
ラ
ル
ド
ホ
ー
ル

で
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
親
睦
と
交
流
が
図

ら
れ
有
意
義
な
場
と
な

っ
た
。
最
後
に
次
回
開

催
地
関
東
支
部
が
紹
介

さ
れ
、
大
会
旗
が
伝
達

さ
れ
成
功
裏
に
幕
を
閉

じ
た
。

『
鹿
児
島
山
川
地
熱
発
電
』を
視
察
し
て

　
東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
原
子
力
発
電
の
縮

小
、見
直
し
が
叫
ば
れ
、

対
案
と
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が

活
発
に
な
っ
た
。

　
代
表
的
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は

①
風
力
発
電
、
②
太
陽

光
発
電
、③
地
熱
発
電
、

④
水
力
発
電
、
⑤
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
―
以
上
の

５
種
類
と
い
わ
れ
る
。

現
状
（
２
０
１
０
年
）

で
は
水
力
を
含
め
て
も

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
は
11
％
と
言
わ
れ
、

火
力
57
％
、
自
家
発
電

コ
ジ
ェ
ネ
６
％
で
残
り

の
約
26
％
は
原
子
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

仮
に
原
子
力
を
０
％
と

す
れ
ば
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
30
％
〜
35
％

に
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
熱
発
電
は

岩
手
県
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
研
修

し
た
九
州
電
力
の
山
川

地
熱
発
電
所
は
全
国
で

は
７
番
目
、
九
州
で
は

３
番
目
に
建
設
さ
れ
安

定
し
た
発
電
を
継
続
し

て
い
る
。

発
電
能
力
３
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
・
蒸
気
井
最
深

２
、１
０
０
メ
ー
タ
ー

12
本

　
地
熱
発
電
は
、
化
石

燃
料
を
全
く
使
わ
ず
地

下
か
ら
取
り
出
し
た
蒸

気
を
利
用
す
る
ク
リ
ー

ン
な
自
然
利
用
型
の
発

電
方
法
。
火
力
発
電
の

ボ
イ
ラ
ー
の
役
割
を
地

球
（
自
然
）
が
果
た
し

て
い
る
。
地
価
の
岩
盤

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
マ

グ
マ
の
熱
で
高
い
温
度

の
地
下
水
を
蒸
気
井
で

取
り
出
し
て
発
電
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
要
設
備
は
①
蒸
気

井
、
②
二
相
流
体
輸
送

管
、
③
汽
水
分
離
機
、

④
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
、
⑤
冷
却
塔
か
ら
成

り
立
ち
、
蒸
気
の
使
用

量
は
１
時
間
に
２
２
５

ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

山
川
発
電
所
の
概
要

所
在
地　

鹿
児
島
県

指
宿
市
山
川
小
川

２
３
０
３
番
地

出
力　

３
０
、０
０
０

Ｋ
Ｗ　
　

発
電
機　
３
４
、０
０
０

Ｋ
Ｖ
Ａ

抗
井　
蒸
気
井
12
本
、

還
元
井
12
本

タ
ー
ビ
ン　
単
気
筒
単

流
衝
動
反
動
型
腹
水
タ

ー
ビ
ン

原
発
電
力
減
少
、
廃
止

は
当
然
と
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
規
施

設
費
は
ど
う
な
る
か

　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
と
し
て
の
地
熱
発
電

所
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
す
る
山
川
発
電
所
で

し
た
。
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
温
暖
で
周
囲
が
花

畑
に
囲
ま
れ
た
発
電
所

は
岩
手
の
松
川
や
葛
根

田
に
は
見
ら
れ
な
い
風

景
で
し
た
。
大
震
災
以

来
特
に
も
原
子
力
発
電

か
ら
の
撤
退
を
強
く
叫

ば
れ
て
お
り
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
誰

も
が
認
め
る
が
、
地
熱

発
電
所
の
施
設
投
資
費

を
考
え
る
と
電
気
料
へ

の
負
担
が
過
大
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

は
た
し
て
過
大
な
投
資

に
日
本
経
済
は
耐
え
う

る
の
か
、
一
般
家
庭
に

電
気
料
負
担
が
及
ば
な

い
こ
と
切
に
祈
り
、
九

州
最
南
端
の
最
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
後

に
し
た
。

平
成
24
年
研
修
報
告

　
当
協
会
主
催
の
講
演

会
が
10
月
１
日
、
県
立

産
業
技
術
短
期
大
学
校

の
馬
場
守
校
長
を
講
師

に
迎
え
開
催
さ
れ
、
会

員
を
は
じ
め
約
１
０
０

人
が
受
講
し
た
。

　
講
演
会
に
先
立
ち
工

藤
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
て
電
源
の
あ
り
方

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
。
自
然
環
境

に
マ
ッ
チ
し
た
電
源
と

し
て
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
が
考
え
ら
れ
て
お

り
、
固
体
２
次
電
池
の

重
要
性
も
議
論
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
」
と
の

問
題
意
識
を
提
示
し

た
。

　
馬
場
校
長
は
「
固
体

二
次
電
池
の
開
発
と
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
穫
」

　
当
協
会
副
会
長
の
奥

田
誠
氏
（
相
光
電
気
㈱

代
表
取
締
役
）
は
こ
の

度
、
黄
綬
褒
章
を
受
章

し
た
。

　
奥
田
氏
は
民
間
の
資

材
商
社
、
電
気
工
事
業

な
ど
を
経
て
、
66
年
奥

田
電
気
を
個
人
で
創

業
。
71
年
に
株
式
会
社

へ
組
織
変
更
し
奥
田
電

気
㈱
代
表
取
締
役
に
。

99
年
に
は
社
名

を
現
在
の
相
光

電
気
㈱
と
し
、

代
表
取
締
役
に

就
任
。
01
年
県

電
業
協
会
理
事
、

同
協
会
盛
岡
支

部
長
な
ど
を
経

て
、
05
年
か
ら

岩
手
県
電
業
協

会
副
会
長
に
就

任
し
て
い
る
。

当
協
会
主
催
公
益
事
業
講
演
会

馬
場
守
氏
を
迎
え

と
題
し
て
講
演
。
日
本

を
取
り
巻
く
資
源
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
話
題
に
触

れ
な
が
ら
、
ワ
イ
ヤ
レ

ス
給
電
（
充
電
）
や
環

境
発
電
な
ど
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
提
示
。「
携

帯
電
話
の
充
電
を
ワ
イ

ヤ
レ
ス
で
行
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
情
報
の
双
方

で
ワ
イ
ヤ
レ
ス
化
を
図

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
は
、
太
陽
光
の
ほ

か
、
温
度
差
や
振
動
、

電
波
な
ど
も
あ
る
」
と

紹
介
し
た
。

　
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
低
容
量
の
固
体
二
次

電
池
と
の
関
連
に
つ
い

て
も
言
及
し
「
従
来
型

の
乾
電
池
と
は
異
な

り
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
『
止
ま
り
木
』
と

し
て
の
発
想
が
必
要
」

と
指
摘
。
当
面
は
モ
バ

イ
ル
機
器
の
電
源
と
し

て
想
定
し
な
が
ら
の
研

究
開
発
を
進
め
て
い
る

状
況
を
説
明
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、

当
協
会
の
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
伴
う
初

め
て
の
公
益
事
業
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
、

聴
講
し
た
１
０
０
人
余

り
の
う
ち
約
半
分
は
会

員
外
か
ら
の
一
般
参

加
。
工
藤
会
長
は
「
今

後
も
年
２
回
ペ
ー
ス
で

の
講
演
会
実
施
を
予
定

し
て
お
り
、
電
気
工
事

に
限
ら
な
い
幅
広
い
分

野
か
ら
話
題
を
提
供

し
、
多
く
の
人
の
参
加

を
促
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。
次
回
の
開
催
は

来
年
１
月
ま
た
は
２
月

を
予
定
し
て
い
る
。

県
立
産
業
技
術

短
期
大
学
校
長

奥田ご夫妻

一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り


